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平成２７年１月発行 

<衆議院総選挙を終えて> 

年末の総選挙では再び自民党へ多くの議席をお預けいただきました。地方に影響の大きい法案

や財源の問題など課題が山積しておりますので、これに慢心することなくしっかりとした国会運

営がなされることを望みます。ただ、人格教養教育を進める議員連盟の主要メンバーや大切な同

志からも落選者が出てしまっているので手放しで喜べません…こちらは仕切り直しです。 

年に 4回の定例会毎に発行してきたこのレポートですが、今号で Vol.15となりました。4年の

任期もあと 1回の定例会を残すのみ。次の定例会は現庁舎で行われる最後の議会でもあります。 

任期の中で、私は特に「教育」「防災」「地域経済」政策に力を入れてきました。これまでの取

り組みに関しては、私のホームページをご覧ください。 

  
 

 

豊島区議会議員 細川 正博 
[略歴] 
昭和 53年 豊島区南大塚生まれ 

私立巣鴨幼稚園、区立巣鴨小学校、法政大学法学部政治学科 

（平成 13年卒）を経て公益法人に勤務（平成 13～22年） 

平成 23年 豊島区議会議員選挙にて初当選 

自民党東京都連青年部青年団体対策副委員長、 

龍馬プロジェクト全国会総務局長、豊島消防団第二分団団員、 

大塚三業通り商店街相談役、豊島区空手道連盟顧問、 

豊島区軟式野球連盟豊島リーグ理事 など 
 

[家族] 
妻、長男（平成 14年生まれ）、次男（同 16年）、長女（同 21年） 

[天祖神社と連携して、古事記紙芝居を地域の子供達へ披露！] 

天祖神社へ株式会社グランドストラテジー（協

力：龍馬プロジェクト全国会）から寄贈された古

事記の紙芝居を、地域の子供達へ披露しました。 

古事記紙芝居を全国の神社へ寄贈して活用し

てもらい、日本の神話である古事記を通じて子供

達に歴史との繋がりを感じて欲しい、という思い

から始まった取り組みの一環です。 

歴史の縦軸、地域のコミュニティの横軸、２つ

の軸を子供達には持ってもらいたいと思います。 
 
※この日の様子が、H26.11/19 の豊島新聞に掲載

されました 
 

天祖神社にて古事記の紙芝居を読み聞かせ 

    
 

【豊島区議会レポート】 Vol.１５ ～平成２６年第４回定例会～ 
 



2 

 

【平成 26 年第 4 回定例会】 

11月 21日（金）～12月 5日（金）の会期で、第 4回定例会が開かれました。 

 

 

 

 
 

私が所属する区民厚生委員会へは、陳情 3件が付託、報告事項が 3件ありました。 

青色申告会から毎年陳情を頂く固定資産税等の都税（小規模住宅用地、小規模非住宅用地、商

業地等）の 23 区を対象とする軽減措置について、今年も継続するよう都へ求める意見書を提出

することになりました。東京都は土地の価格が他の地区よりも相対的に高いために取っている措

置で、軽減規模は 23区で 670億円もの規模となります。      
 

 

 

 

 

 

 
 

 

[巣鴨小学校で、「弁当の日」を実施！] 
12/22（月）、巣鴨小学校で「弁当の日」が実施されました。今まで当たり前のように食べて

いた食事や給食が実は色々な手がかかって出来ていたことを知り、子供達が周囲へ感謝の念を

持つようになること、子供達が自ら弁当を作ることで自立につなげること、などが狙いです。 

私自身、平成 25年 6月の第 2回定例会の一般質問で区へ提案した事業であり、母校で実施さ

れたことは非常に嬉しく思います。 

先頭に立って事業の意義を広めて下さった原香織校長をはじめ、担当の先生方、理解を示し

て下さった保護者の皆さま、何より自分達でよいイベントにしてくれた子供達に”感謝”です。 

 

5 時に起きて自
分で作った自
慢のお弁当 

「弁当の日」とは？ 

香川県綾川町の滝宮小学校の竹下和男校長が 2001年に始めた試み。
給食の代わりに保護者が作った弁当を食べる、という日ではなく、
子供自身が作った弁当を持っていく日。献立作り、買い出し、調理、
弁当箱詰め、片付けの全てを子供が行い、保護者も先生も、その出
来具合を批評も評価もしないという約束で行う。2014年 11月 25日
現在、1400校以上で実践されていて、大きな広がりを見せている。  

6 年生が自分達
だけで作った
お弁当 

【豊島区危険ドラッグその他の危険薬物撲滅条例】 

危険薬物の販売等に建物を供さないようにする

ため、契約時に相手方と約させることや、契約

に反した場合に解除できる旨を定めることなど

を建物提供者に努力義務を課するもの。ここま

で踏み込んだ条例制定は全国初です。 

 

子供達の世代へ責任ある政治を！！   ／   巣鴨小 OB。豊島に恩返し。 

発行責任者：豊島区議会議員  細川 正博    

住 所：〒170-0005 東京都豊島区南大塚 1-51-17 TEL/FAX：０３－３９４５－２５３０ 

e - m a i l： info@hosokawamasahiro.jp  公式サイト： http://www.hosokawamasahiro.jp/ 

※Blog、Facebook、twitter にて情報発信をしております。「細川正博」でご検索ください。 

※ご意見、ご感想、ご要望をお寄せください。 

※豊島区議会レポート（年４回発行）を郵送でお届けします。また、活動報告のメールマガジン（月１回

程度）でも情報発信をしております。ご希望の方はお問い合わせください。 

【主な議題】 

・平成２６年度豊島区補正予算第７号（約 1.17 億円、総選挙執行経費）、第８号（約 247 億円。新

庁舎保留床購入経費等 135 億円、庁舎等再構築基金運用金償還金 110 億円など） 

・豊島区危険ドラッグその他の危険薬物撲滅条例の制定、体育施設の利用料金の引き下げ 等 

【体育施設の利用料金引き下げ！】 

平成 27 年 4 月より、体育施設の利用料金

の引き下げが行われます。体育館、池袋・

南長崎中央公園スポーツセンターの温水プ

ール・トレーニングルームの利用料金が、

大人 600 円⇒400 円、子供 300 円⇒200 円。 
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